
　　　　

2026 年 2 月 26 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

制作物、カレンダー、ライフスキル、国際理解（英語教室）、保健指導、キッズヨガ、地域の餅つき大会、たこあげ、節分行事、バレンタイン制作、ひな祭り、七夕、町探検（地域交流）、魚
釣り、遠足、ミニ運動会、ハロウィンパレード、クリスマス会など、季節行事、地域イベント参加、買い物体験、社会体験活動などを年間計画に基づき実施しています。行事を通して協調性や
社会性を育てる機会を大切にしています。

家族支援

連絡帳や面談を通して日々の様子や成長を共有しています。必要に応じて個別相
談の機会を設け、家庭での関わり方や困りごとについて一緒に考え、保護者同士
が交流できる機会も検討し、家庭と連携した支援を行っています。

移行支援

学校や関係機関と情報共有を行い、支援の継続性を大切にしています。進学
や学年の変わり目には、本人の不安軽減を意識しながら環境変化に対応でき
るよう支援しています。

地域支援・地域連携

地域イベントへの参加や公共施設の利用を通して、社会体験の機会を提供してい
ます。地域の関係機関や学校と連携し、子どもたちが地域社会の中で安心して成
長できるよう、地域全体で支える体制を構築します。

職員の質の向上

研修制度の充実、専門性向上、職員間連携強化、働きやすい職場環境整備、
職員の専門性とモチベーションを高め、質の高い支援を提供できる体制を構
築します。

支　援　内　容

本
人
支
援

身だしなみ、食事、買い物、交通機関利用、金銭・時間管理、安全確保といった日常生活スキルを習得し、地域行事への参加や地域資源の活用を通して地域社会に適応し、自身の健康状態把
握、体調不良の訴え、必要な支援を求める、危険回避、感情コントロールといった自己管理能力を育成することを支援します。

公園活動や屋外での身体活動を通して、基本的な運動能力の向上や多様な運動経験を積み重ねています。遊びの中で協調性やルール理解を育てるとともに、自然の中で体を動かす機会を大切に
しています。また、制作活動や日常活動を通して手先の巧緻性や視覚と手の協応動作を高め、感覚の偏りに配慮しながら一人ひとりに応じた支援を行っています。運動や活動を通して、自己表
現力や社会性の向上につなげています。

SSTやグループ活動を通して、情報を整理する力や問題解決力、行動の選択や感情コントロールなどの力を育てています。ルール理解や順番を守る経験を重ねながら、衝動性の調整や自己理解
を深め、自己肯定感の向上につなげています。また、学習支援を取り入れ、基礎的な学習習慣の定着も支援しています。

語彙力や表現力、理解力を高めるため、話し合い活動や発表の機会を設けています。挨拶や自己紹介、質問・応答などの基本的なやり取りを日常活動の中で繰り返し練習し、場面に応じた適切
なコミュニケーション力を育てています。静かで落ち着いた環境づくりや視覚的支援を活用し、一人ひとりの興味関心に基づいた活動を通して安心して発信できる場を整えています。また、家
庭や地域との連携を図りながら、社会生活に必要な言語・コミュニケーション力の向上を支援しています。

挨拶や日常的なやり取りを大切にし、基本的な対人スキルを育てています。SSTや集団活動を通して、ルール理解や協調性、意見の伝え方を学び、安心して集団に参加できる力を身につけま
す。また、感情の理解やコントロールを支援し、自己肯定感や自己効力感の向上につなげています。地域行事への参加や公共の場での体験を通して、社会の中でのマナーや役割を学び、社会生
活への適応力を高める支援を行っています。

法人（事業所）理念
地域と共に育み、未来へつなぐ。子どもたちの自立と成長を、地域社会との連携を通して支援します。
地域の中で学び、地域の中で育つことを大切にし、子どもたちの豊かな未来を創造します。

支援方針

個別支援計画に基づく療育、学習、生活支援の提供、地域との連携強化による交流イベント開催や地域活動の積極的実施、保護者との密な連携による情報共有と相談支援、そして職員の専門性
向上のための研修を通じて、子どもたちの自立と成長を総合的に支援します。

営業時間 送迎実施の有無

（別添資料１）

事業所名 放課後デイサービスヤシノキ 支援プログラム（参考様式） 作成日


